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令和６年度千葉県地域職業訓練実施計画に係る職業訓練実施状況

１．令和６・７年度公的職業訓練の実施状況について

※就職率は、当該年度末までに終了したコースの３ヶ月後の実績

計　画 実　績 目　標 実　績

高・障・求機構
千葉支部 870 873 100.3% 82.5% 89.2%

千葉県 188 83 44.1% 82.5% 83.1%

委託訓練 千葉県 3,683 2,093 56.8% 75.0% 71.2%

高・障・求機構
千葉支部 13,037 9,859 75.6%

千葉県 324 163 50.3%

高・障・求機構
千葉支部 125 94 75.2% 95.0% 97.0%

千葉県 208 84 40.4% 95.0% 94.6%

施設内訓練 千葉県 90 44 48.9% 70.0% 89.7%

委託訓練 千葉県 150 106 70.7% 55.0% 40.2%

基礎コース 687 329 47.9% 58.0% 57.9%

実践コース 1,604 1,529 95.3% 63.0% 58.8%

離職者訓練
施設内訓練

訓練コース・実施機関
受講者数（人）

達成率
就職率

在職者訓練 施設内訓練

学卒者訓練 施設内訓練

障害者訓練

求職者支援訓練
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令和７年度千葉県地域職業訓練実施計画に係る職業訓練実施状況

※受講者数について、令和７年１２月末までの実績
※離職者訓練のうち施設内訓練の就職率は、令和７年９月末までに終了したコースの３ヶ月後の実績
※離職者訓練のうち委託訓練の就職率は、令和７年６月末までに終了したコースの３ヶ月後の実績

計　画 実　績 目　標 実　績

高・障・求機構
千葉支部 870 624 71.7% 82.5% 87.2%

千葉県 176 79 44.9% 82.5% 85.7%

委託訓練 千葉県 3,570 1,709 47.9% 75.0% 66.4%

高・障・求機構
千葉支部 13,466 8,846 65.7%

千葉県 347 155 44.7%

高・障・求機構
千葉支部 125 84 67.2% 95.0% -

千葉県 183 102 55.7% 95.0% -

施設内訓練 千葉県 90 40 44.4% 70.0% -

委託訓練 千葉県 139 113 81.3% 55.0% -

基礎コース 692 288 41.6% 58.0% -

実践コース 1,614 1,017 63.0% 63.0% -

在職者訓練 施設内訓練

学卒者訓練 施設内訓練

障害者訓練

求職者支援訓練

離職者訓練
施設内訓練

令和７年度 千葉県職業訓練実施計画に係る職業訓練実施状況　

訓練コース・実施機関
受講者数（人）

達成率
就職率
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２．令和８年度 千葉県地域職業訓練実施計画の策定について

策定に向けたポイント

※令和７年度第１回千葉県地域職業能力開発促進協議会協議事項離職者訓練

① 介護分野（人手不足分野）

求職者の介護分野等の仕事や訓練に関する理解促進のため、訓練前見学会等への
参加を積極的に働きかけるとともに、訓練コースの内容や効果を踏まえた受講勧奨の
強化を行う。
特に千葉県委託訓練については、効果的な周知広報等、受講者数増加の
ための取組も併せて行う。

複数ある職業訓練分野（事務、介護、製造、農業、建設、デジタル等）の中から、主に改善が
必要とされる以下の２分野を選定。

② デジタル分野（成長分野）

受講者確保のため、本人の希望だけではなく、本人の職業能力や求職条件等を踏まえた
適切な職業相談、訓練のあっせんを行う。また、ミスマッチ低減のため、引き続き、訓練
実施施設における事前説明会・見学会の機会確保と、ハローワーク訓練窓口職員の
更なる知識向上を図る。
また、千葉県委託訓練については、受講者数の実績を踏まえ、コース数の適正化を
図る。
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① 介護分野（人材不足分野）

少子高齢化・人口減少社会が進展する中、介護分野における人材の確保・育成を図る。
【⾧期高度人材育成コース】定員120人→うち介護福祉士養成コース34人（前年度計画37人）
【公共職業訓練（委託訓練）】定員2,523人→うち介護分野480人（前年度計画684人／構成比0.2P減）

※⾧期高度人材育成コースを除く
【求職者支援訓練（実践コース）】定員1,614人→うち介護系コース323人

（前年度計画323人／構成比の増減なし）

応募倍率の上昇に向け、求職者に対し介護分野等の仕事や職業訓練についての理解促進のため、
訓練前見学会等への参加を積極的に働きかけるとともに、訓練コースの内容や効果を踏まえた受
講勧奨を行う。
全てのハローワークにおいて、ハロートレーニングの受講促進、周知広報及び就職支援に取り

組むとともに、人手不足が深刻な分野等における人材の確保・育成のため、人材確保対策コー
ナーを設置しているハローワーク（千葉・船橋・松戸・成田）においては求職者へのキャリアコ
ンサルティングによるきめ細かな職業相談・職業紹介に積極的に取り組む等によりマッチング支
援の強化を図る。

＜考え方＞

離職者訓練

介護分野について、千葉県における直近の有効求人倍率はフルタイム3.70倍、パートタイム6.13倍で人
材不足が顕著となっている。一方、職業訓練の当該分野における応募倍率は他の分野に比べて低調であるこ
とから、応募倍率の上昇を図る取組が必要。
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② デジタル分野（成長分野）

＜考え方＞

離職者訓練

労働者や求職中の者に対するデジタル技術の活用に関するスキルの向上を図り、職業訓練におけるデジタル
分野の就職率を上昇させ、労働市場におけるデジタル人材の確保・育成を進める。

県内ハローワークにおける令和6年度の公的職業訓練の受講者のうち、デジタル分野（IT分野・
Webデザイン分野）の受講希望者の割合は全体の約25％であり、事務分野に次いで受講希望者が
多いことから、引き続き、デジタル分野の人材の確保・育成を図る。

【公共職業訓練（委託訓練）】定員2,523人→うちデジタル人材育成コース429人
（前年度計画606人／構成比の増減なし）

【求職者支援訓練（実践コース）】定員1,614人→うちデジタル系コース484人
（前年度計画484人／構成比の増減なし）

本人の受講希望だけでなく、本人の職業能力や求職条件等を踏まえた適切な職業相談、受講あっ
せんを行う。また、ミスマッチ低減のため、引き続き、事前説明会・見学会の機会確保を図る。
さらに、支援を行うハローワーク訓練窓口職員の更なる知識向上を図る。併せて、訓練修了者

のスキルが活用できる求人の確保を推進するとともに、事業主等に対して、訓練受講により習得
することができるスキル等の訓練効果を広く周知することなどにより、就職機会の拡大を図る。

- 5 -



計画期間中のハロートレーニングの対象者数等

就職率目標定員（人）訓練コース・実施機関

82.5%870機構千葉支部
施設内訓練

離職者訓練 82.5%176千葉県

75.0%2,523千葉県委託訓練

-14,619機構千葉支部
施設内訓練在職者訓練

-343千葉県

95.0%125機構千葉支部
施設内訓練学卒者訓練

95.0%183千葉県

70.0%90千葉県施設内訓練
障害者訓練

55.0%138千葉県委託訓練

58.0%692基礎コース
求職者支援訓練

63.0%1,614実践コース

-21,373計

就職率目標定員（人）

82.5%870

82.5%176

75.0%3,570

-13,466

-347

95.0%125

95.0%183

70.0%90

55.0%139

58.0%692

63.0%1,614

-21,272

令和８年度計画 令和７年度計画（参考）
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ハロートレーニング（離職者向け）の令和８年度計画

求職者支援訓練
公共職業訓練

（高齢・障害・求職者支
援機構）

公共職業訓練（千葉県）全体計画
数 委託施設内

定員定員定員定員定員分 野

24204290671ＩＴ分野

公
共
職
業
訓
練（
離
職
者
向
け
）

＋
求
職
者
支
援
訓
練（
実
践
コ
ー
ス
）

565070001,265営業・販売・事務分野

8000080医療事務分野

32305710894介護・医療・福祉分野

404

0040

2,273

農業分野

000旅行・観光分野

000デザイン分野

538032製造分野

1208054建設関連分野

050理容・美容関連分野

21273850その他分野

692000692求職者支援訓練（基礎コース）

2,3068702,5231765,875合計

48404290913
（参考）
デジタル分野

※ 「定員」とは、当該年度中における開講コースの定員の数。

※ 委託訓練で、分野が未決定のものはその他分野に分類。
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【参考】
中央職業能力促進協議会

＜効果検証＞
ワーキンググループ（ＷＧ）での作業

＜ニーズを踏まえた訓練の設定＞
協議会での協議等

地域職業能力開発促進協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

３．公的職業訓練効果検証ワーキンググループにおける検証対象分野の選定等について

協議会開催に向けた
関係機関の打合せ等

人材ニーズ情報収集（常時）

前年度の訓練実績の把握

次年度計画のたたき台作成

協議会①開催

協議会②開催

次の事項の協議を実施
①地域の人材ニーズの把握
②公的職業訓練の実施状況

（前年度計画と実績の比較）
③訓練効果の把握・検証

（ＷＧの結果報告）
④次年度地域職業訓練実施計画の方針

次の事項の協議を実施
①公的職業訓練の実施状況（今年度の進捗）
②次年度地域職業訓練実施計画（案）
③効果検証（分野決定等） 等

中央協議会①開催

中央協議会②開催

ＷＧによる効果検証

検証対象コースの選定

ヒアリング
○訓練実施機関
○訓練修了者
○採用企業

ヒアリング結果の整理

訓練効果の把握・検証（案）取りまとめ

今年度の訓練実績の把握

・・・労働局作業
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公的職業訓練効果検証ワーキンググループの進め方（令和８年度実施分）

適切かつ効果的な職業訓練を実施していくため、個別の訓練コースについて訓練修了者等への
ヒアリング等を通じ、訓練効果を把握・検証し、訓練カリキュラム等の改善を図る。

目的

地域職業能力開発促進協議会（地域協議会）の構成員のうち、
千葉労働局、千葉県、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構千葉支部

構成員

検証対象の訓練分野を選定し、当該分野の訓練コースの対象へのヒアリングを行い、その結果
から、訓練効果等に関して検証し、改善促進策（案）を検討。

検証手法

① 地域協議会で検証対象の訓練分野を選定。
② ワーキンググループ（ＷＧ）は、選定された分野の中から訓練コースを３コース以上選定し、
各コースの対象の３者にヒアリング。（訓練修了者、採用企業、訓練実施機関）
＊対象ごとに別々にヒアリングを行うなど、なるべく率直な意見を聴ける方法を検討する。

③ ＷＧは、ヒアリング結果を踏まえ、調査した訓練コースを含む分野全体について「訓練効果
が期待できる内容」、「訓練効果を上げるために改善すべき内容」を整理。

④ ＷＧは、地域協議会に改善促進策（案）を報告し、次年度の地域職業訓練計画の策定に反映。
＊今年度の改善促進策は、令和８年度計画の実施方針に反映。

具体的な
進め方

検証対象
訓練分野

デジタル分野のうちＷｅｂデザイン分野

Ｗｅｂデザインの職業訓練を希望する者は多いが、就職率が他に比べて低いため、訓練効果を把握・
検証し、訓練カリキュラムの改善を図る。
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公的職業訓練効果検証ワーキンググループの検証結果等

公的職業訓練効果検証ワーキンググループの検証分野については、多数の意見をいただき効果的な検
証を行うためには継続して実施することが重要であるため、 令和5年度から令和7年度までの3年間「介護
分野」「デジタル分野」について効果検証を行ってきた。

介護分野については、効果検証を行った結果、カリキュラム内容について訓練受講修了者から高い評価を得ており、
また、修了者を採用した企業からも高い評価を得ている。就職率についても他の分野に比べ高い水準で推移している。
課題としては、応募倍率が低く、応募者の増加を図ることであるため、千葉県・機構千葉支部・訓練実施機関と労働局
ハローワークが連携を取り、訓練前説明会や職場見学会などを通じて介護分野の仕事について魅力を発信することを
継続し、当該分野の効果検証は令和7年度までの3年間で区切りをつけることとしたい。

介護分野

デジタル分野については、同じデジタル分野の中でも、IT分野とWebデザイン分野では課題が異なってきている。

【IT分野】
ＩＴ分野については、ワーキンググループでの効果検証に加え千葉県情報サービス産業協会に協力をいただいてア

ンケート及びヒアリングを実施し、企業ニーズとして、国家資格の「基本情報技術者」の取得を求める声や、訓練期間
の延長を求める声があるなどの検証結果が出ており、千葉県及び機構千葉支部とも共有をしている。

これらの検証結果については、中・長期的に改善を図る必要があるため、当該分野の効果検証は令和7年度までの
3年間で区切りをつけることとしたい。

【Webデザイン分野】
Ｗｅｂデザイン分野については、全国的な傾向と同じく「応募倍率は高いが、就職率が低い分野」となっており、就職

率の上昇が課題である。また、当該分野に絞った検証をおこなっていないため、就職率上昇に向けて令和8年度の効
果検証分野としたい。

デジタル分野
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＜参考資料＞
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地域におけるリスキリング推進に関する地方財政措置について

【対象事業】地域に必要な人材確保（中小企業、農林水産、介護等）のため、デジタル・グリーン等成長分野に関するリスキリングの推進
に資する、

①経営者等の意識改革・理解促進
②リスキリングの推進サポート等
③従業員（在職者）の理解促進・リスキリング支援
※ 地域職業訓練実施計画（職業能力開発促進法第１５条第１項の協議会で策定する計画）に位置付けられる地方単独事業を対象

（地方単独事業が対象であることから、運営費に国の交付金が交付されている職業能力開発校等が実施する事業を含め、国又は都道府県
から補助金等が交付されている事業は対象外となります）

※ 事業の対象者を離職者等とする事業については、本地方財政措置の対象として想定していないこと

【事業期間】令和８年度まで

【地方財政措置】特別交付税措置（措置率０．５）

【対象事業例】

①経営者等の意識改革・理解促進
経営者向けセミナー開催、産学官のリスキリング協議会の設置・運営、経済団体等のリスキリング支援に関する理解促進等

②リスキリングの推進サポート等
専門家・アドバイザー派遣による企業のリスキリング計画策定支援、相談窓口によるワンストップ支援、
地域の支援人材不足解消のためのリスキリング推進人材育成等

③従業員（在職者）の理解促進・リスキリング支援
従業員向けセミナー開催、従業員向け短期講座開催、資格試験経費助成等

概要

地域リスキリング推進事業の全体方針、主要事業等を
地域職業訓練実施計画に記載
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高齢・障害・求職者雇用支援機構では、事業主等の皆様が従業員に対して行う教育訓練が効果的に実施されるよう
にするため、全国で運営するポリテクセンター（職業能力開発促進センター）やポリテクカレッジ（職業能力開発大
学校／職業能力開発短期大学校）等に「生産性向上人材育成支援センター」を設置しています。
企業の人材育成に関する相談支援から、課題に合わせた人材育成プランの提案、職業訓練の実施まで、企業の人材

育成に必要な支援を一貫して行っています。

生産性向上人材育成支援センター

（１）在職者訓練（高度な技能・技術の習得を支援） （２）生産性向上支援訓練（生産性向上に必要な知識等の習得を支援）

（３）職業訓練指導員の派遣・施設設備の貸出

設計・開発、加工・組立、工事・施工、
設備保全など”ものづくり分野”における、
「技能・技術の向上」や「新たな製品づく
り」といった生産現場の課題を解決するた
めの実習を中心とした訓練コースを体系的
に実施しています。

生産管理、IoT・クラウド活用、組織マネジメント、マーケティ
ング、データ活用などあらゆる産業分野の生産性向上に効果的な
カリキュラムにより、企業が生産性を向上させるために必要な知
識・スキルを習得する訓練コースを、専門的知見を有する民間機
関等と連携して実施しています。
また、７０歳までの就業機会の確保に向けた「ミドルシニア

コース」を実施し、中高年齢層の従業員を対象に生涯キャリア形
成を支援しています。

「研修を行いたいが講師がいない」「研修を行いたいが
機械を止められない」「研修場所がない」といった企業の
要望に応じて、当機構の職業訓練指導員を企業に派遣する
ことや、ポリテクセンターなどの施設・設備（会議室、実
習場及び訓練用設備・機器）の貸出しを行っています。

１．支援の流れ

２．支援メニュー
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就職率充足率受講者数（人）

85.5%93.8%1,184高･障･求機構千葉支部
施設内訓練

令和3年度 77.0%58.7%92千葉県

72.6%77.7%3,270千葉県委託訓練

85.0%94.9%1,131高･障･求機構千葉支部
施設内訓練

令和4年度 88.8%60.1%97千葉県

72.8%71.6%3,127千葉県委託訓練

87.3%93.1%1,145高･障･求機構千葉支部
施設内訓練

令和5年度 90.2%47.6%92千葉県

71.4%70.6%2,791千葉県委託訓練

89.2%100.3%1,153高･障･求機構千葉支部
施設内訓練

令和6年度 83.5%47.2%93千葉県

71.2%59.8%2,621千葉県委託訓練

87.2%102.6%921高･障･求機構千葉支部
施設内訓練

令和7年度 85.7%50.6%89千葉県

66.4%41.0%1,709千葉県委託訓練

公共職業訓練（離職者訓練）受講状況・就職状況

※ 受講者数について、令和７年度は令和７年１２月末までの実績。前年度繰越者数と当該年度入校者数の合計。
※ 離職者訓練のうち施設内訓練の就職率は、令和７年９月末迄に終了したコースの３ヶ月後の実績。
※ 離職者訓練のうち委託訓練の就職率は、令和７年６月末迄に終了したコースの３ヶ月後の実績。
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受講者数（人）

5,876高･障･求機構千葉支部
令和3年度

198千葉県

8,027高･障･求機構千葉支部
令和4年度

196千葉県

9,332高･障･求機構千葉支部
令和5年度

209千葉県

9,859高･障･求機構千葉支部
令和6年度

163千葉県

8,846高･障･求機構千葉支部
令和7年度

155千葉県

公共職業訓練（在職者訓練）受講状況

※ 受講者数について、令和７年度は令和７年１２月末迄の実績。当該年度入校者数の合計。
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就職率充足率受講者数（人）

97.8%91.2%114高･障･求機構千葉支部

施設内訓練令和3年度

95.6%54.4%124千葉県

96.2%72.8%91高･障･求機構千葉支部

施設内訓練令和4年度

94.1%52.6%120千葉県

100.0%81.6%102高･障･求機構千葉支部

施設内訓練令和5年度

94.8%56.7%118千葉県

97.0%75.2%94高･障･求機構千葉支部

施設内訓練令和6年度

94.6%40.4%84千葉県

91.2%67.2%84高･障･求機構千葉支部

施設内訓練令和7年度

-55.7%102千葉県

公共職業訓練（学卒者訓練）受講状況・就職状況

※ 受講者数について、令和７年度は令和７年１２月末迄の実績。当該年度入校者数の合計。
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就職率受講者数（人）

81.4%51
障害者職業能力開発校における
職業訓練

令和3年度

50.4%143
障害者の多様なニーズに対応した
委託訓練

62.5%54
障害者職業能力開発校における
職業訓練

令和4年度

30.5%131
障害者の多様なニーズに対応した
委託訓練

74.4%55
障害者職業能力開発校における
職業訓練

令和5年度

30.2%136
障害者の多様なニーズに対応した
委託訓練

89.7%43
障害者職業能力開発校における
職業訓練

令和6年度

40.2%106
障害者の多様なニーズに対応した
委託訓練

-40
障害者職業能力開発校における
職業訓練

令和7年度

21.2%113
障害者の多様なニーズに対応した
委託訓練

公共職業訓練（障害者訓練）受講状況・就職状況

※ 受講者数について、令和７年度は令和７年１２月末迄の実績。当該年度入校者数の合計。
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開講コースの
充足率

（⑤／④）

開講率
（③／➀）

⑤
受講者数

（人）

④
開講定員

（人）

③
開講コース数

②
認定定員

（人）

➀
認定コース

65.1%86.3%1,0761,6541011,979117令和3年度

68.3%91.6%1,7112,5051312,735143令和4年度

72.9%95.5%2,1282,9211503,006157令和5年度

81.8%98.5%1,8582,2721332,299135令和6年度

79.0%96.9%1,3051,652931,69796令和7年度

求職者支援訓練実施状況

※ 令和７年度は、令和７年１２月末迄の実績。
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就職率
（⑤／④）

⑤
就職者数

（人）

④
修了者等数

（➀＋②－③）
（人）

③
訓練連続
受講者数

（人）

②
修了者数

（人）

➀
就職理由
中退者数

（人）

就職理由以外
の中退者数

（人）

受講者数
（人）

コース数

50.0%
81165

2149183520225基礎コース

令和2年度
(80)(160)

57.2%
324586

-48610011269864実践コース
(320)(559)

39.0%
73189

1178122521521基礎コース

令和3年度
(73)(187)

51.9%
373728

-6478110983775実践コース
(363)(700)

47.7%
128278

4249333531730基礎コース

令和4年度
(126)(264)

43.8%
4421,017

-918991021,11987実践コース
(435)(993)

54.9%
168313

3281352434028基礎コース

令和5年度
(167)(304)

56.1%
8291,480

-1,3231571261,606117実践コース
(806)(1,437)

57.9%
187340

-304361635628基礎コース

令和6年度
(184)(318)

58.8%
8351,436

-1,2322041581,594105実践コース
(820)(1,395)

求職者支援訓練就職状況

※当年度中に終了したコースについて集計。
※就職率については、以下の算定式（ただし、式の分母分子から訓練終了日において65歳以上の者を除く。）により算出。

⑤就職者数（雇用保険適用）÷④修了者等数（①就職理由中退者＋②訓練修了者ー③次の訓練を受講する者（基礎コースのみ））
（表中の（ ）内の数値は、訓練終了日において65歳以上の者を除いた数であり、これに基づき就職率を算出。）

（参考）令和元年度の事業目標：雇用保険適用就職率 ［基礎コース］55%  ［実践コース］60%
令和2年度から令和6年度の事業目標：雇用保険適用就職率：［基礎コース］58% ［実践コース］63%
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令和5年度（参考）

従前の
就職率

就職率
（⑤／④）

⑤
就職者数

(雇用保険適用)

（人）

④
修了者等数

（①＋②ー③）
（人）

③
訓練連続
受講者数

（人）

②
修了者数

(人）

①
就職理由
中退者数

(人）

就職理由
以外の

中退者数（
人）

受講者数
(人）

コース数
従前の
就職率

就職率

71.6%54.9%72.4%57.9%
1873337

(7)
304361635628基礎コース

(184)(318)

72.2%56.1%75.8%58.7%
(835)1,436

－1,2322041581,594105実践コース
(820)(1,396)

71.7%65.2%63.1%47.1%
52111

－92191612711IT
(49)(104)

71.5%54.4%76.4%59.1%
420715

－6061095076547
営業・販売・
事務 (412)(697)

90.0%85.0%100.0%78.9%
1519

－1900192医療事務
(15)(19)

78.6%63.0%83.7%68.4%
5586

－85169210介護福祉
(54)(79)

68.8%53.6%71.6%54.5%
210388

－326625744524デザイン
(208)(382)

77.2%59.3%88.0%71.3%
83117

－104132914611その他
(82)(115)

求職者支援訓練就職状況
（令和６年４月～令和７年３月コース別／分野別）

※令和6年4月から令和7年3月末までに終了したコースについて集計。
※就職率については、以下の算定式（ただし、式の分母分子から訓練終了日において65歳以上の者を除く。）により算出。

⑤就職者数（雇用保険適用）÷④修了者等数（①就職理由中退者＋②訓練修了者ー③次の訓練を受講する者（基礎コースのみ））
（表中の（ ）内の数値は、訓練終了日において65歳以上の者を除いた数であり、これに基づき就職率を算出。）

※｢従前の就職率｣とは、雇用保険適用でない就職者を含む就職率をいう。
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資格取得に向けた
放送大学の教育訓練給付指定講座

等の活用について

2026年2月26日

令和７年度第２回千葉県地域職業能力開発促進協議会

放送大学学園理事 里見 朋香
1



１． 職業訓練と教育訓練給付指定講座との連携の可能性

✓ 職業訓練では、比較的短期間で実践的な能力を身に付けられる
が、資格取得のためには、より高度な内容を修得することが求
められる場合も多い。

✓ 例えば、本協議会第１回資料「ＩＴ業界で必要とされる人材
ニーズについて」のアンケート調査結果では、
・国家資格である「基本情報技術者試験」「応用情報技術者試
験」の合格者

・プログラミング言語（Java、C言語、pythonなど）の修得者
・ＡＷＳ認定資格（ソリューションアーキテクト）取得者
・動きが早いので勉強が続けられる方へのニーズが高いことが
示された。

✓ 職業訓練終了後、さらに資格試験を目指す方には、大学・専門
学校等の教育訓練給付指定講座を受講するという選択肢がある
ことをもっとアピールできないか。

2



（参考） 国家試験 情報処理技術者試験・情報処理安全確保支援士試
験

職業訓練では、比較的短期間で実践的な能力を身に付けられるが、
資格取得のためには、より高度な内容を修得することが求められる場合も
多い。

本協議会第１回資料「ＩＴ業界で必要とされる人材ニーズについて」
のアンケート調査結果では、
・国家資格である「基本情報技術者試験」「応用情報技術者試験」の合格
者
・プログラミング言語（Java、C言語、pythonなど）の修得者
・ＡＷＳ認定資格（ソリューションアーキテクト）取得者
・動きが早いので勉強が続けられる方
へのニーズが高いことが示された。

独立行政法人情報処理推進機構「全試験区分 紹介チラシ」より抜粋・赤枠追加
https://www.ipa.go.jp/shiken/about/gmcbt8000000cy3n-att/itee_flyer.pdf （2026.2.17現在） 3



（参考） 基本情報処理技術者試験

独立行政法人情報処理推進機構「ITパスポート試験（iパス）・基本情報技術者試験パンフレット」より抜粋
https://www.ipa.go.jp/shiken/about/gmcbt8000000cy3n-att/pamphlet_IP-FE.pdf（2026.2.17現在）

一般的には初学者は約２００時間の
勉強時間が必要と言われている。

4

（シラバス）
１ 基礎理論
１ 基礎理論
２ アルゴリズムとプログラミング

２ コンピュータシステム
３ コンピュータ構成要素
４ システム構成要素
５ ソフトウェア
６ ハードウェア

３ 技術要素
７ ユーザーインタフェース
８ 情報メディア
９ データベース
１０ ネットワーク
１１ セキュリティ

４ 開発技術
１２ システム開発技術
１３ ソフトウェア開発管理技術

５ プロジェクトマネジメント
１４ プロジェクトマネジメント

６ サービスマネジメント
１５ サービスマネジメント
１６ システム監査

７ システム戦略
１７ システム戦略
１８ システム企画
８ 経営戦略
１９ 経営戦略マネジメント
２０ 技術戦略マネジメント
２１ ビジネスインダストリ
９ 企業と法務
２２ 企業活動
２３ 法務



２． 放送大学で教育訓練給付指定講座を受講したい場合

✓ 放送大学は、時間や場所を問わずインターネット利用のみでの
単位取得も可能であるため、職業を持ちながら資格試験を目指
す方にはメリットが大きい。

✓ 放送大学で教育訓練給付指定講座を受講するには、放送大学に
入学し（学部は試験なし、大学院は試験あり）、学生（半年又は１年の学生

種もあり）になっていただく必要がある。

✓ 学部の入学時期は年２回（４月、１０月）だが、募集時期には毎年
１０数件「教育訓練給付が受けられる科目はどれか」という教
育訓練給付受給を目的とした問合せがある。

✓ ＩＴ業界への就職を目指し、体系的に学んでから資格取得に挑
戦する方には、教育訓練給付指定講座である
・データサイエンスリテラシープラン（学部）
・データサイエンスアドバンスプラン（学部）
・情報学プログラム（大学院（修士））

の活用が考えられるのではないか。 5



学生種 講座名称 期間 修了要件

学
部

選科履修生
企業会計コース

1年 指定された科目群から４科目以上の単位を修得
企業経営コース

科目履修生
企業経営（短期養成）
コース

6ヶ月 指定された科目群から２科目以上の単位を修得

選科履修生

学校地域連携コーディネータプラン

1年

14単位以上修得（必修6単位・選択必修2単位含む）

データサイエンスリテラシープラン 8単位以上修得（選択必修4単位含む）

データサイエンスアドバンスプラン 10単位以上修得（必修5単位・選択必修5単位含む）

大
学
院

修士全科生
生活健康科学プログラム
社会経営科学プログラム
情報学プログラム

2年

2年以上在学し、30単位以上を修得（研究指導8単位を含め
16単位以上を所属するプログラムの授業科目より修得する

ものとする。）し、かつ、修士論文又は特定課題研究の審
査及び試験に合格すること

修士選科生
社会経営コース 1年

指定された科目群から４科目以上の単位を修得
臨床心理コース 1年

修士科目生

社会経営（短期養成）
コース

6ヶ月

指定された科目群から２科目以上の単位を修得
臨床心理（短期養成）
コース

6ヶ月

（2025.10.1現在）

※学部 選科履修生：1年間在学する非正規生、科目履修生： 6か月在学する非正規生

※大学院 修士全科生 ：2年間在学する正規生、修士選科生：1年間在学する非正規生、修士科目生：6か月在学する非正規生

放送大学の教育訓練給付指定講座（データサイエンス・情報学）

6



データサイエンスリテラシープラン

８単位以上の修得が必要
（選択必修科目４単位以上を含む）

文部科学大臣認定
（MDASH Literacy）

7

※１単位科目は授業８回分、
２単位科目は授業１５回分
の学修内容

【主な科目】
・データサイエンス・リテラシ導入
・情報技術が拓く人間理解
・ＡＩシステムと人・社会との関係
・情報セキュリティと倫理・心得
・身近な統計
・プログラミング入門Python
・Ｃ言語基礎演習
・Ｒで学ぶ確率統計



データサイエンスアドバンスプラン

8

１０単位以上の修得が必要
（必修科目５単位以上、選択必修科目
５単位以上を含む）

文部科学大臣認定
（MDASH Advanced Literacy）

【主な科目】
・データ構造の基礎＜必修＞
・情報セキュリティと倫理・心得＜必修＞
・ＡＩシステムと人・社会との関係＜必修＞
・統計学
・データベース
・ユーザ調査法
・マーケティング
・サプライチェーン・マネジメント
・自然言語処理
・続・Ｃ言語基礎演習



大学院修士全科生 情報学プログラム
   情報社会で課題解決のための実践的研究活動ができる人材を養成する。

9

大学院は入学試験があり
（筆記および面接諮問、入学は4月）

修了要件は2年以上在学、30単
位以上の修得、かつ修士論文等
の審査および口頭試問に合格
（研究演習8単位、所属プログラムから

8単位以上、左記以外で14単位以上）

【主な科目】
・研究演習＜必修＞
・知能システム論
・ソフトウェア工学
・要求工学
・データサイエンスの技法
・計算と自然
・プログラミング応用
・アカデミック・スキルズ

科目系統図



３． 放送大学の学生にならずに資格取得を目指す方法もある
（教育訓練給付制度は利用できない）

✓ 放送大学では、教育訓練給付指定講座以外に、数理・データサ
イエンス・ＡＩ講座（インターネット配信公開講座）を提供。

✓ 単位取得はできないが、短い動画で効率的・段階的に学修可能。
✓ 放送大学が発行するデジタルバッジの取得が可能。

10



放送大学 数理・データサイエンス・AI講座

11

【講座（例）】
データエンジニアリング基礎
①ビッグデータとデータエンジニアリング
②データ表現
③データ収集
④データベース
⑤データ加工
⑥ＩＴセキュリティ
⑦プログラミング基礎

ソフトウェア開発への応用
①ソフトウェア開発における測定と分析
②データ分析・品質予測の技法と統計手法
③ソフトウェアの品質改善
④レビューの測定と分析
⑤テストの測定と分析
⑥個人とチームの能力向上ーPSP/TSP－
⑦⑧ソフトウェア開発における統計モデル・
機械学習の利用

https://youtu.be/hal1Hf7-sCw



４． 教育訓練給付指定講座の拡充に向けて（まとめ）

✓ 放送大学では、大学院修士全科生の未指定4プログラムについて
も申請の可能性を模索している。
また、放送大学独自の科目群履修認証制度（履修証明プログ

ラム）「エキスパート」18プランのうち、「健康福祉指導プラ
ン」「福祉コーディネータープラン」は地域ニーズが高いと認
識している。

✓ 指定申請に伴う事務的な負担軽減策を検討していただいており、
大学側が申請しやすくなる動きに感謝。

✓ さらに、職業訓練とも連携できれば、未就業者をよりよい就職
に繋げるための仕組みも作ることが可能ではないか。

12
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